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４世代家族の川上さんファミリー（明
浜町高山）。トシヱさん（83）の最近
の悩みは、「記憶力が落ちてきている」
こと。でも「山が大好き。家におる
よりここに来た方が気分が良いし、
仕事するのも楽しいんよ。やけん毎
日、夫婦で来よります」とにっこり。

ジブンゴト
認知症

特 集



　

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
年
賀
の
ご

祝
辞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
５
月
16
日
に
市
長
に
就
任

し
、
多
く
の
新
し
い
出
会
い
と
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
っ
と
い
う

間
に
７
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
を
振
り
返
る
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　　

今
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
「
愛え

が
お顔

つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
」
に
向
け
て
、

準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
西
予
市
で

は
「
相
撲
」「
成
年
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
」
の
２
種
目
が
行
わ
れ
る
た
め
、

プ
レ
大
会
を
通
じ
て
競
技
団
体
と
の

調
整
を
行
い
ま
し
た
。
相
撲
競
技
で

は
、
野
村
町
を
中
心
に
城
川
・
宇
和

の
一
部
で
も
協
力
を
い
た
だ
き
、
47

都
道
府
県
で
約
６
５
０
人
の
選
手
団

を
民
泊
で
受
け
入
れ
る
体
制
が
整
い

ま
し
た
。

　
「
え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
」
も

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
明
浜
町
俵
津
で

行
っ
た
日
本
一
長
い
そ
う
め
ん
流
し

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
、
明
浜
・
三
瓶
・

宇
和
を
会
場
に
開
催
し
た
「
Ｓ
Ｅ
Ａ 

Ｔ
Ｏ 

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
」
な
ど
、
地
域

と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
活
動

が
今
後
も
継
続
し
、
地
域
の
新
た
な

活
力
に
な
る
芽
を
創
り
出
せ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
手
上
げ
方
式
の
「
地

域
づ
く
り
交
付
金
事
業
」
を
、

３
６
０
０
万
円
の
予
算
で
実
施
し
ま

し
た
。
１
事
業
３
０
０
万
円
を
限
度

と
し
て
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
知

恵
と
行
動
を
起
こ
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
平
成
30
年
ま
で
行

い
、
そ
の
成
果
を
検
証
し
、
次
の
段

階
へ
と
進
め
ま
す
。
本
年
は
特
に
、

旧
小
学
校
単
位
で
の
地
域
振
興
拠
点

と
体
制
強
化
に
向
け
て
の
道
筋
を
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
作
り
上
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
29
年
に
、
特
に
力
を

入
れ
た
い
こ
と
が
３
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
目
。
子
ど
も
子
育
て
支

援
と
し
て
「
０
歳
児
へ
の
子
育
て
応

援
券
」
の
配
布
と
、「
病
児
保
育
施
設

整
備
」
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
。
移
住
者
を
受
け
入
れ
る

体
制
を
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
作

り
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
お
試
し
移
住
体
験
施
設

整
備
を
計
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

三
つ
目
。
産
業
創
出
支
援
に
力
を

入
れ
ま
す
。
特
に
、
ふ
る
さ
と
納
税

に
力
を
入
れ
て
地
域
の
物
産
や
体

験
・
事
業
を
売
り
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
と
い
う
大
き
な
社
会
問

題
を
正
面
か
ら
捉
え
、
平
成
28
年
度

に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
第
二
次
西
予
市

総
合
計
画
」
を
礎
に
し
て
、
市
政
を

運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま

し
て
、
実
り
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
あ
い
さ
つ　
　
　

  

西
予
市
長　

管
家　

一
夫

Kazuo Kanke

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
、
市
長
お
よ
び
市
議
会
議
員

の
改
選
が
あ
り
ま
し
た
。
市
長
は
、

３
期
12
年
続
い
た
三
好
幹
二
氏
か

ら
、
管
家
一
夫
氏
に
バ
ト
ン
が
渡
り

ま
し
た
。
市
議
会
も
21
人
中
10
人
の

新
人
議
員
が
誕
生
し
、
行
政
・
議
会

共
に
新
し
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

昨
年
６
月
お
よ
び
９
月
定
例
会
に

お
い
て
、
常
任
委
員
会
の
ほ
か
、
決

算
審
査
特
別
委
員
会
、
西
予
市
創
生

特
別
委
員
会
、
環
境
衛
生
施
設
建
設

特
別
委
員
会
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
検
討
委

員
会
、
市
民
と
の
意
見
交
換
会
実
行

委
員
会
な
ど
、
10
の
委
員
会
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
各
常
任
委
員
会
で
所
管
分
だ
け
の

認
定
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
他
の
委

員
会
の
内
容
は
委
員
長
報
告
で
知
る

だ
け
で
、
質
疑
・
意
見
・
提
案
も
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今
回

は
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
16
人
の

委
員
に
よ
り
３
日
間
審
査
に
あ
た

り
、
12
月
定
例
初
日
に
菊
池
純
一
委

員
長
が
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
来
年
度
の
予

算
と
事
業
に
反
映
さ
れ
、
よ
り
良
い

施
策
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

は
21
人
の
議
員
を
３
班
に
分
け
、
年

２
回
、
４
年
間
か
け
て
小
学
校
区
単

位
で
開
催
し
ま
す
。

　

開
催
地
区
で
は
、
回
覧
板
な
ど
で

通
知
し
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
貴
重
な
意
見
を
伺
う

こ
と
で
、
多
様
な
考
え
を
把
握
し
、

行
政
に
政
策
提
言
で
き
る
よ
う
に
す

る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
に

理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
改
革

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
「
愛
顔
つ
な
ぐ
え

ひ
め
国
体
」
が
開
催
さ
れ
る
年
で
す
。

宇
和
町
で
は
成
年
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
野
村
町
で
は
相
撲
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

全
国
か
ら
集
ま
る
選
手
や
関
係

者
、
応
援
の
方
々
か
ら
「
西
予
で
試

合
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」「
も
う
一
度

来
て
み
た
い
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
市
民
も
行
政
も
議
会
も

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
西
予
市

の
発
展
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、

実
り
あ
る
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
あ
い
さ
つ　

    

西
予
市
議
会
議
長　

兵
頭　

学

Manabu Hyoudou

病児保育施設整備などの「子育て支援」、
お試し移住施設整備などの「移住施策」、
ふるさと納税を軸にした「産業創出支援」。
今年は、この３つに特に力を入れます。

昨年、10の委員会を設置し、
「市民との意見交換会」も開催。
今後も、理解していただける改革を
進めていきます。
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「
右
手
と
左
手
を
入
れ
替
え
ま
す

よ
。
さ
っ
き
よ
り
速
め
で
や
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。
せ
え
の
、
よ
い
し
ょ
！
」

　

土
居
公
民
館
で
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
て
い
る
「
脳
は

つ
ら
つ
教
室
」。
参
加
者
は
ミ
ニ
ゲ
ー

ム
に
湧
き
上
が
り
ま
す
。
声
を
出
し

て
笑
っ
て
、
と
て
も
楽
し
そ
う
。

　

手
を
動
か
し
た
後
は
、
お
茶
の
時

間
。
机
の
上
に
は
ポ
ン
菓
子
な
ど
、

懐
か
し
の
お
や
つ
が
並
び
ま
す
。「
子

ど
も
に
戻
っ
た
気
持
ち
に
な
る
な

あ
」
と
の
言
葉
に
、
全
員
が
目
を
細

め
ま
す
。

　
「
体
も
頭
も
元
気
で
お
り
た
い
け

ん
ね
。
人
の
集
ま
る
場
所
や
教
室
に
、

出
る
よ
う
に
し
よ
る
ん
よ
」

　

今
は
亡
き
義
母
を
14
年
間
介
護
し

た
86
歳
の
女
性
。
認
知
症
に
関
す
る
、

忘
れ
ら
れ
な
い
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　
「
義は

は母
は
晩
年
『
里
に
帰
り
た
い
』

と
言
っ
て
は
、
朝
夜
関
係
な
く
歩
い

て
ね
。
心
配
や
け
ん
、
夜
は
布
団
を

並
べ
て
一
緒
に
寝
よ
っ
た
ん
よ
。
生

ま
れ
育
っ
た
家
の
こ
と
が
、
忘
れ
ら

れ
ん
か
っ
た
ん
や
ろ
う
な
あ
」

行
方
不
明
者
は
１
万
人
以
上

　

全
国
の
認
知
症
患
者
数
の
推
計

は
、
２
０
１
２
年
時
点
で
４
６
２
万

人
。
年
々
増
加
し
、
２
０
２
５
年
に

は
７
０
０
万
人
を
突
破
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
の
５
人
に

１
人
が
発
症
す
る
計
算
で
す
。

　

警
察
庁
に
よ
る
と
、
昨
年
、
認
知

症
に
よ
る
徘
徊
な
ど
で
行
方
不
明

に
な
っ
た
人
数
は
１
万
２
２
０
８

人
。
そ
の
内
、
９
・
８
割
に
あ
た
る

１
万
２
０
５
８
人
は
所
在
が
確
認
さ

れ
た
一
方
で
、
残
り
０
・
２
割
は
行
方

不
明
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

行
方
不
明
者
が
3
年
連
続
で
1
万

人
を
超
え
、
そ
の
2
％
が
行
方
不
明

の
ま
ま
。
こ
の
現
状
を
打
開
し
よ
う

と
、
西
予
市
で
は
今
、
多
く
の
人
が

動
き
始
め
て
い
ま
す
。

ジブンゴト
認知症

特 集

将来、65歳以上の５人に１人がかかるといわれる認知症。
決してヒトゴトではありません。
家族が、身近な人が、そして自分自身が
認知症になったとしても、安心して暮らしていくために―。
今からできることは、一体何でしょうか。

「脳はつらつ教室（認知症介護予防教室）」参加者の皆さん（城川町土居公民館）気になる情報は「認知症あんし
んノート」で確認を。各公民館
などで無料配布しています。

質問項目 ほとんどない
（0点）

ときどきある
（１点）

頻繁にある
（２点）

同じ話を無意識のうちに繰
り返す
知っている人の名前が思い
出せない
物のしまい場所を忘れる

漢字を忘れる
今しようとしていることを
忘れる
器具の使用説明書を読むの
が面倒
理由もないのに気がふさぐ

身だしなみに無関心である

外出がおっくうだ
物（財布など）が見当たら
ないのを他人のせいにする

合計点数 （　　　　　　　）点

　初期の症状や、今後進行する可能性があるかどうか、簡単に確認でき
るテストです。下記の問いにあてはまる回答に○をつけて、合計点数を
計算しましょう。

 （大友式認知症予測テスト）

「もの忘れ」と「認知症」の違い

　「思い出したいことがあるのに、すぐ
には思い出せない」「忘れている自覚が
ある」このような場合は、加齢による
「もの忘れ」です。
　「体験したこと自体を忘れている」
「忘れている自覚がない」場合は、認知
症の可能性があります。

【0～8点】正常
　もの忘れも老化現象の範囲内。疲労やストレ
スによる場合もあります。８点に近い場合、気
分の違うときに再チェックしてみましょう。
【9～13点】要注意
　家族に再チェックしてもらうなど、数か月単
位で間隔を置いて再チェックを。認知症予防対
策を、生活に取り入れてみましょう。
【14～20点】要診断
　認知症の初期症状が出ている可能性がありま
す。家族にも再チェックをしてもらってくださ
い。結果が同じ場合、医療機関の受診をおすす
めします。

もしかして認知症？

特集「ジブンゴト、認知症」
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市
で
は
警
察
署
や
消
防
署
な
ど
と

連
携
し
「
徘
徊
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
登

録
事
業
」
を
始
め
ま
し
た
。

　

申
請
に
必
要
な
の
は
、
印
鑑
と
本

人
の
写
真
だ
け
。
顔
写
真
や
本
人
の

特
徴
な
ど
を
事
前
に
登
録
し
て
お
く

こ
と
で
、
行
方
不
明
と
な
っ
た
と
き
、

早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的

で
す
。

　

現
在
、
登
録
者
数
は
30
人
。
希

望
者
は
長
寿
介
護
課
（
☎
62
‐

６
４
０
６
）
や
、
各
支
所
生
活
福
祉

課
で
申
請
が
で
き
ま
す
。

あ
な
た
に
救
え
る
人
が
い
る

　
「
徘
徊
し
た
ら
ダ
メ
」
で
は
な
く
、

病
気
を
正
し
く
理
解
し
て
、
地
域
み

ん
な
で
見
守
り
た
い
。「
安
心
し
て

徘
徊
で
き
る
ま
ち
」
を
目
指
す
た
め

の
取
り
組
み
「
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
模
擬
訓
練
」
が
、
２
年
前
か

ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

学
ぶ
の
は
病
気
の
こ
と
や
、「
も
し

か
し
て
徘
徊
？
」
と
思
わ
れ
る
人
が

い
た
場
合
の
声
か
け
方
法
な
ど
。
座

学
を
経
た
後
、
認
知
症
役
数
名
が
地

域
に
散
ら
ば
り
、
実
際
に
発
見
、
保

護
へ
と
つ
な
げ
る
対
応
訓
練
を
行
い

知る。声をかける。
安心して徘徊できるまち
認知症という病気を知り、対応を学ぶ講座が市内で始まっています。
温かな声かけとまなざしがあれば、徘徊は「だめなこと」ではなくなるはず。
まずは参加することから、始めてみませんか。

徘徊には必ず理由があります。「何か
お困りですか？」「お手伝いしましょ
うか？」などと声をかけてください。
複数で取り囲むと恐怖心をあおりや
すいので、１人で穏やかに声をかけま
しょう。思いをゆっくりと聞き出し、
否定せず、何をしたいのか推測・確認
します。相手の気持ちが落ち着いたと
ころで、家族や警察へとつなぎます。

１

２

３ ４ ５

６

７
まずは見守る

自然な笑顔で
対応する

声をかける場
合は１人で

後ろから声を
かけない

相手の目線に
合わせて優し

い口調で

優しく穏やかに

１．驚かせない
２．急がせない
３． 自尊心を傷付け

ない

おだやかに
はっきりとし

た口調で

相手の言葉に
耳 を 傾 け 、
ゆっくり対応

西予市初の「徘徊SOSネットワーク模擬訓練」。認知症の人を発見した場合、どう対応するかを実践形式で学びます。（明浜町高山地区、2015年２月）

講習会を開催中

　要望のある地域や職場、学校、婦
人会やサロンなどで「認知症サポー
ター養成講座」を開催しています。
　病気を正しく理解して、認知症の
人やその家族を温かく見守る一員に
なりませんか。受講した人全員に、
認知症サポーター（見守り役・応援
者）の印である「オレンジリング」
をお渡しします。

　市内では現在、約4200人のサ
ポーターが生まれています。講座開
催の要望は、お電話にて。
問 長寿介護課☎0894（62）6406
　 地域包括支援センター
　 ☎0894（72）0022

地域や職場、学校などで ま
す
。

　
「『
驚
か
せ
な
い
』『
急
が
せ
な
い
』

『
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い
』
こ
と
が
大

事
。
出
か
け
る
と
言
う
人
に
は
『
私

も
一
緒
に
行
こ
う
か
な
』、
大
事
な
も

の
を
隠
す
と
い
う
人
に
は
『
私
も
一

緒
に
隠
し
場
所
を
探
そ
う
か
な
』
と

寄
り
添
っ
て
く
だ
さ
い
。
様
子
を
見

な
が
ら
西
予
警
察
署
な
ど
に
連
絡
を

取
り
、
徘
徊
し
て
い
る
人
の
安
全
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
」

　

対
応
レ
ク
チ
ャ
ー
講
師
の
言
葉
に

聞
き
入
る
、
高
山
地
区
（
明
浜
町
）

の
皆
さ
ん
。
２
０
１
５
年
２
月
、
同

地
区
で
市
内
初
の
徘
徊
模
擬
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
第
一
声
を
か
け
る
の
に
勇
気
が

い
っ
て
難
し
い
」「
本
人
の
情
報
を
、

失
礼
に
な
ら
な
い
よ
う
に
聞
き
出
す

の
に
苦
労
し
た
」

　

地
域
住
民
ら
で
つ
く
る
実
行
委
員

会
が
主
催
し
た
こ
の
模
擬
訓
練
に

は
、
約
１
０
０
人
が
参
加
。
中
に
は

「
高
山
地
区
で
な
ら
、
例
え
徘
徊
し

て
も
、
自
分
の
名
前
を
名
乗
れ
な
く

な
っ
て
も
、
顔
見
知
り
が
多
い
け
ん

大
丈
夫
と
い
う
安
心
感
が
あ
る
」
と

話
す
人
の
姿
も
。

　

徘
徊
模
擬
訓
練
は
２
０
１
６
年
、

野
村
地
区
で
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
２
月
に
は
土
居
地
区

（
城
川
町
）
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

認
知
症
は
、
今
や
ヒ
ト
ゴ
ト
で
は

な
く
、
地
域
や
家
族
、
自
分
自
身
に

も
関
係
す
る
こ
と
。
だ
か
ら
病
気
を

知
り
、学
び
、参
加
す
る
。
徘
徊
に「
Ｎ

Ｏ
」
で
は
な
く
、「
大
丈
夫
」
と
言
え

る
安
心
で
優
し
い
ま
ち
は
、
私
た
ち

の
手
で
創
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対応のポイント

特集「ジブンゴト、認知症」
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歳
入
の
約
８
割
を
「
依
存
」

　

歳
入
は
４
億
９
１
７
０
万
円
の
減
（
前

年
度
２
９
２
億
１
７
４
９
万
円
）
で
す
。

　

市
が
自
ら
収
入
す
る「
自
主
財
源
」は
、

市
税
や
繰
入
金
な
ど
の
減
収
に
よ
り
、

前
年
度
か
ら
５
億
８
４
１
９
万
円
減
り

ま
し
た
。

　

一
方
、
国
や
県
な
ど
に
頼
る
「
依
存

財
源
」
は
、
地
方
交
付
税
と
県
支
出
金

が
減
っ
た
も
の
の
、
国
庫
支
出
金
が
増

え
た
た
め
、
９
２
４
９
万
円
の
増
額
で

す
。

▼
主
要
な
財
源
が
徐
々
に
減
額

　

市
の
歳
入
の
45
・
３
％
を
占
め
て
い

る
の
が
、
地
方
交
付
税
（
依
存
財
源
）

で
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
使
い
方
が
特
定
さ

れ
な
い
一
般
財
源
。
市
が
自
由
に
使
え

る
お
金
で
す
。
平
成
16
年
に
旧
５
町
が

合
併
し
た
こ
と
に
よ
り
増
額
（
特
例
加

算
措
置
）
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

27
年
度
か
ら
５
年
間
か
け
て
段
階
的
に

減
少
し
ま
す
。

収
入
に
見
合
っ
た
支
出
が
重
要

　

歳
出
は
７
億
２
３
７
３
万
円
の
減
（
前

年
度
２
８
２
億
４
３
６
２
万
円
）
で
す
。

　

森
林
そ
生
緊
急
対
策
事
業
費
（
農
林

水
産
業
費
）、
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル

整
備
事
業
費
（
消
防
費
）、
明
浜
地
区
小

学
校
統
合
校
舎
建
設
事
業
費
（
教
育
費
）

な
ど
の
減
が
主
な
要
因
で
す
。

　

地
方
交
付
税
が
減
額
さ
れ
、
市
の
収

入
が
減
る
中
、
収
入
に
見
合
っ
た
支
出

を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。
中
長
期
の
収

入
見
通
し
を
的
確
に
立
て
、
適
切
に
予

算
を
配
分
し
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営

に
努
め
ま
す
。　

平
成
27
年
度　

決 

算 

歳入歳出

市
議
会
12
月
定
例
会
で
、
平
成
27
年
度
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

い
く
ら
収
入
が
あ
り
、
い
く
ら
支
出
し
た
か
、
市
の
財
政
事
業
を
公
開
し
ま
す
。

問　

財
政
課
☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
０
２

主な経費（一般会計）

　障がい者や高齢者に対する福祉、子育て支援などの
ための経費です。

【高齢者福祉に必要とした経費】　
　21 億 9137 万円

【子育て支援に必要とした経費】
　16 億 7135 万円

【国民健康保険特別会計への繰出金】
　５億 7289 万円

教 育 費 関係

　学校教育や生涯学習の充実、芸術・文化・スポーツ
振興のための経費です。

【学校施設の整備・維持管理に必要とした経費】
　８億 2163 万円

【公民館の運営や耐震化工事などに必要とした経費】
　１億 183 万円

【宇和球場・宇和運動公園など国体施設整備に必要と
した経費】10 億 5059 万円

衛 生 費 関係

　病気の予防、医療の充実、ごみ処理や環境保全・保
護のための経費です。

【健康診査・予防接種などに必要とした経費】
　１億 4689 万円

【病院事業会計への繰出金】
　西予市民病院事業会計　１億 9159 万円
　野村病院事業会計         １億 6661 万円

【ごみ処理に必要とした経費】
　６億 2806 万円

消 防 費 関係

　生命、身体、財産を守る消防、救急、防災のための
経費です。

【常備消防・施設整備に必要とした経費】
　３億 431 万円

【消防団活動・施設整備に必要とした経費】
　２億 3582 万円

【防災に必要とした経費】
　9967 万円

民 生 費 関係

　市が借り入れたお金（起債）の返済にかかる経費で
す。

【元金】33 億 7181 万円【利子】３億 5023 万円

土 木 費 関係

　道路、橋りょう、河川、下水道、公園の整備など、
まちづくりのための経費です。

【道路橋りょうの新設改良に必要とした経費】
　５億 3042 万円

【道路橋りょうの維持管理に必要とした経費】
　３億 7877 万円

【公共下水道特別会計への繰出金】
　４億 3070 万円

農 林 水 産 業 費 関係

　農業、林業、水産業の振興や基盤整備のための経費
です。

【農業振興に必要とした経費】
　４億 4374 万円

【林道の新設・改良、維持管理に必要とした経費】
　４億 2816 万円

【漁港の整備、維持管理に必要とした経費】
　２億 2383 万円

総 務 費 関係

　地域振興、各種計画の推進、システム管理、徴税、
財務などのための経費です。

【地域振興に必要とした経費】
　１億 4311 万円

【生活交通バス対策に必要とした経費】
　１億 3235 万円

【パソコン・ネットワークなど情報管理に必要とした
経費】３億 3368 万円

公 債 費 関係
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　野村ダムの朝霧湖公園で 11 月 18 日（金）からイ
ルミネーションが点灯されています。野村町内の団体
や、地元住民などによる「朝霧ロードイルミネーショ
ン実行委員会」が主催。
　電飾数は約６万個。ツリーやさまざまなオブジェは
もちろん、地元中学生の制作展示もあり、華やかな光
が美しく輝きます。恋人同士で、愛の鍵をイルミネー
ションに取り付けることもできます。
　朝霧湖のイルミネーションは、１月９日（月）頃ま
で点灯。時間は、午後５時から午前５時までです。

標高 208 メートルの駅に「愛の火鉢」

炭火でほんわり待ち時間
朝霧ロードイルミネーション

1/9 頃の朝５時まで点灯

　ＪＲ卯之町駅に、冬の風物詩として定着している「愛
の火鉢」が 11 月 25 日（金）に設置されました。
　県内の有人駅で最も高い標高 208 メートルにある
卯之町駅。宇和盆地は朝夕特に冷え込み、雪が積もる
ことも。愛の火鉢は 1959 年、宇和町観光協会が待合
室に設置したのが始まりで、現在は市観光協会宇和支
部が毎年実施しています。
　赤くおこった豆炭から優しい温かさが漂う火鉢は、
平成 29 年３月 20 日頃の午前６時 30 分から午後５
時半まで設置される予定です。

　第 19 回宮中雲子音楽祭を 11 月 13 日（日）三瓶
文化会館で開催しました。
　参加は 15 団体、348 人。「フェスティバルの部」
では三瓶幼稚園児ら（写真）が精一杯かわいらしい歌
声を披露すると、会場からは大きな拍手が沸き起こり
ました。
　来場者は約 800 人。少年少女の部では宇和町小学
校が金賞、三瓶小学校が銅賞を受賞。
　一般の部では女声合唱団歌姫（松山市）が金賞を受
賞したほか、市外３団体が受賞しました。

第 165 回乙亥大相撲

熱戦に湧いた２日間
第 19 回宮中雲子音楽祭

三瓶町に歌声響く

　江戸時代後期から続く伝統の「乙亥大相撲」を 11
月２９日（火）と 30 日（水）の両日、乙亥会館で開催。
大関の稀勢の里関（田子ノ浦部屋）らを招き、両日あ
わせてファン 6200 人が来場しました。
▶個人勝ち抜き戦優勝者…小学生３年生以下：渡邉聡
一郎（渓筋）４年生：兵頭陽太（野村・西）５年生：
西村拓海（野村・西）６年生：鈴木洸晴（大和田）中
学１年生：今井彪

ひょうが
冴（中筋）２年生：舟本源之新（中筋）

３年生：水野工
たくみ

（横林）一般の部個人無差別級：川内
拓朗（横林）個人軽量級：若宮澄人（火の用心）

CITY　TOPIC
S

第５回おイネ賞事業表彰式・講演会

活躍する女性医師らを表彰

　日本初の産科女医「楠本イネ」を育んだまちにちなみ、女性医師
らを表彰・奨励し、イネによるまちづくりで地域の活性化を図る第
５回おイネ賞表彰式を 12 月４日（日）、宇和文化会館で開催。
　日本医師会の推薦を受けて、金子法子院長（針間産婦人科）が全
国奨励賞を受賞したほか、県医師会の推薦で岡澤朋子院長（岡沢ク
リニック＝愛南町＝）が地域奨励賞、愛媛大学医学部の推薦により
草川あかりさん（愛媛大学医学部５回生）が医学生奨励賞を受賞。
　講演会では辨

べ ん の
野義己さん（理化学研究所辨野特別研究室）が「腸

内が整えば健康になる」と、腸内環境の大切さを話しました。

1

1  全国奨励賞を受
賞した金子法子院長

（山口県）。「栄誉あ
る賞をいただけて光
栄。おイネさんの名
に恥じぬよう、これ
からも励みます」
２ 「うんち博士」で
知られるの辨野義己
さん。「便の研究をし
ている辨野です、と
いうと、いつも笑い
が起こるんです」2

　駅からウォーク「笠置街道をゆく」を10月30日（日）
に開催。市内外から 75 人が参加しました。
　伊予石城駅を出発し、ナルタキ古墳群や笠置峠古墳

（写真）など、市内の遺跡約 8.6 キロを歩く毎年恒例
の催し。ゴールはＪＲ双岩駅（八幡浜市）です。昼食
には古代米を含む３色おにぎりがふるまわれました。
　参加者は「おにぎりも漬物もおいしかった」「こん
なに古墳があっただなんて。感動」「古墳や街道を守っ
ている人に感謝」などと述べ、昔の人の暮らしに思い
を馳せていました。

西予市産の食材で絶品イタリアン

松山市で「ジオの恵み」
えきからウォーク「笠置街道をゆく」

古墳や遺跡に「感動」

　「ジオの恵み料理教室 in FLOR」が 12 月 6 日（火）
松山市で開催され、参加者 30 人が絶品イタリアンに
舌鼓を打ちました。
　遊子川地域活性化プロジェクトチーム・遊子川ザリ
コピンズが、市産品の販路拡大を目的に開催したもの。
自主制作映画「食堂ゆすかわ」で料理監修をした徳永
孝シェフ（松山市住吉）が、ハーブ媛ひらめやトマト
など、西予市産の食材を使ったイタリアン料理を実演。
参加者たちはプロのレシピを学びながらの食事に「お
いしい」「ゆずの香りがいい」と感想を述べていました。
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　表彰＆市政ＮＥＷＳ

　第 25 回全国小学生バドミントン選手権四国ブロッ
ク予選会「６年女子ダブルスの部」で、宇都宮小桜さん・
井上幸音さんペアが３位に輝きました。
　宇都宮さんコメント「フォア奥に返されても、すぐ
前に出られるように意識しながら戦いました。結果が
出たのは『勝ちたい！』という気持ちが大きかったか
ら。全国大会は 12/23 です。１点でも多く得点できる
よう、練習をがんばります」井上さんコメント「２人
で良い連携を取りながら戦えました。前や後ろに揺さ
ぶられるのは苦手ですが、私の強みはメンタルの強さ。
全国大会でも平常心で、勝ち進んでいきたいです」

「
バ
ド
」
ダ
ブ
ル
ス
で
３
位

宇
都
宮 

小こ
は
る桜
さ
ん（
田
之
筋
小
６
）

井
上　

幸し
の
ん音
さ
ん
（
宇
和
町
小
５
）

全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会
（
10
月
８
日
、
西
条
市
）

四国
３位

最優秀賞に 10 万円

「GEO ミュージック」募集中

　
　あなたが感じる四国西予ジオパークの魅力
を、音楽で表現してみませんか。
　ジオパークと音楽の融合がコンセプトの「四
国西予ジオパークミュージックコンテスト」
を開催。第２回目となる今年は、新たなジオ
サイトなどもテーマに加えます。
　審査委員長は「ファイナルファンタジー」
のゲーム音楽を手掛けた植松伸夫さん。副審
査委員長は「101 回目のプロポーズ」「子ぎつ
ねヘレン」など、ドラマ・映画・CM 音楽を
多数担当する西村由紀江さんです。
▶募集期限　１月 18 日（水）
▶入賞
　最優秀賞１点…10 万円
　副審査委員長賞１点…８万円
　優秀賞２点…５万円
　準優秀賞４点…３万円
　特別審査委員賞１点…８万円
　昨年の応募件数（2187 曲）を越えた場合は
賞金を増額。さらに応募者全員の中から、抽
選で 30 人に「ジオの恵みセット」（3000 円
相当）をプレゼントします。
▶応募方法
　専用サイト（http://creofuga.
net/contests/seiyo2) で受付
▶審査員
　植松伸夫審査委員長、西村由紀江副審査委
員長、大森研一特別審査員ほか

問　まちづくり推進課☎0894（62）6403 

審査委員長
植松 伸夫さん

副審査委員長
西村 由紀江さん

市
役
所
４
階
で
「
働
き
方
改
革
」

職員の座席は固定化せず、パソコンもノート型に

　

職
員
の
生
産
性
と
市
の
魅
力
を
向
上

さ
せ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
市
を
魅
力

的
に
す
る
新
し
い
ア
イ
デ
ア
）
を
実
現

す
る
新
し
い
働
き
方
に
取
り
組
む
た
め
、

市
は
11
月
28
日
（
月
）、
市
役
所
４
階
を

改
修
し
た
モ
デ
ル
オ
フ
ィ
ス
の
運
用
を

始
め
ま
し
た
。
全
国
初
の
試
み
で
す
。

職
員
の
働
き
方
を
根
本
か
ら
変
え
る
こ
と
で

効
率
化
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
図
り
ま
す
。

　

対
象
部
署
は
総
務
、財
政
、総
合
政
策
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
の
４
課
44
人
。
チ
ー

ム
ア
ド
レ
ス
の
導
入
で
自
席
が
な
く
な

り
、
パ
ソ
コ
ン
は
ノ
ー
ト
型
に
変
更
。

Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
導
入
や
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
、

書
類
の
デ
ー
タ
化
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

一
部
カ
ウ
ン
タ
ー
を
取
り
払
い
、
住

民
対
応
用
に
テ
ー
ブ
ル
と
イ
ス
を
配
置
。

業
務
に
集
中
す
る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
や
、

気
軽
に
意
見
交
換
で
き
る
ボ
ッ
ク
ス
席

な
ど
を
設
け
、
業
務
内
容
に
応
じ
て
適

し
た
場
所
を
選
択
し
て
仕
事
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
部
門
を
超
え
た
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
実
施
内
容
を
検
証
し
た
上

で
、
こ
の
動
き
を
支
所
な
ど
も
含
め
た

市
役
所
全
体
に
広
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

問　

財
政
課

　

☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
０
２

　平成 20 年６月から 8

年間公平委員として活

躍され、委員長職も通

算３年務められました。

　公務員人事公平制度

の確立に尽力された功

績は大きく、今回の受

賞となりました。

　大塚さんは現在も公

平委員として活躍され

ています。

全国公平委員会表彰

大塚 晶司さん（56）

＝野村町野村＝　
高齢者
叙勲

　昭和 54 年に城川町議会議員に当
選。４期 16 年にわたり、総務常任
委員会委員長や厚生常任委員会委
員長などを歴任し、平成元年５月
から２年間は、議長として議会の
円滑な運営に尽力されました。
　「わがむらは美しく」をスロー
ガンに始まった「花いっぱい運動」
や、城川町の福祉の基礎づくり、
教育文化の向上、農林業の振興な
どに大きく貢献されました。

旭日単光章【地方自治功労】

中平 壽
たもつ

さん（88）

＝城川町嘉喜尾＝元城川町議会議員

高齢者
叙勲

　昭和 29 年黒瀬川村（旧城川町役
場）に入庁。税務課長、議会事務
局長、住民福祉課長、企画課長な
どの管理職を経て、昭和 59 年から
約５年間収入役を歴任。
　平成元年からは約４年間助役を
務め、町長を補佐し、町行政の運
営、財政管理など、活力と生きが
いのあるまちづくりに尽力し、地
方自治の発展に大きく貢献されま
した。

瑞宝双光章【地方自治功労】

河野 武さん（88）

＝城川町魚成＝　元城川町助役

　平成２年から 27 年に
わたり、国勢調査や工
業統計調査、経済セン
サスなどの調査員業務
に計 24 回従事。
　地域を熟知し、書類
の配布・回収業務を適
格に行われました。
　平成 22 年、27 年には
国勢調査の指導員も務
められ、統計調査に大
きく貢献されました。

統計功労者表彰

山口 洋子さん（66）

＝野村町野村＝　

　平成７年から 27 年に
わたり、国勢調査や工
業統計調査、経済セン
サスなどの調査員業務
に計 19 回従事。
　地域を熟知し、書類
の配布・回収業務を適
格に行われました。
　平成 22 年、27 年には
国勢調査の指導員も務
められ、統計調査に大
きく貢献されました。

統計功労者表彰

大本 惠美さん（64）

＝三瓶町朝立＝
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成
人
８
人
に
１

人
い
る
と
推
測
さ

れ
る
慢
性
腎
臓
病

（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）。
脳
卒

中
や
心
筋
梗
塞
の

危
険
性
を
高
め
、

進
行
す
る
と
最
終

的
に
人
工
透
析
、
腎
臓
移
植
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　

２
０
１
４
年
末
に
は
人
工
透
析
者
数
は
全
国

で
32
万
人
、
そ
の
内
、
糖
尿
病
が
悪
化
し
て
腎

機
能
が
落
ち
る
糖
尿
病
性
腎
症
が
38
・
1
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

初
期
に
は
自
覚
症
状
が
な
く
、
腎
機
能
が
あ

Health

る
程
度
ま
で
低
下
し
て
し
ま
う
と
、
腎
臓
の
働

き
が
元
に
戻
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
慢
性
腎
臓
病
は
早
期
発
見
が
大
切
で
す
。

▼
健
診
で
早
期
発
見

　

健
診
を
定
期
受
診
し
、
尿
検
査
（
尿
た
ん
ぱ

く
・
尿
潜
血
）
や
血
液
検
査
（
血
清
ク
レ
ア
チ

ニ
ン
値
・
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
値
）
を
継
続
的
に
見
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

尿
た
ん
ぱ
く
が
出
た
な
ど
、
腎
機
能
が
低
下

し
て
い
る
結
果
が
出
た
場
合
は
主
治
医
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
尿
た
ん
ぱ
く
が
出
る
と
は
？

　

体
に
必
要
な
い
水
分
や
老
廃
物
が
、
尿
と
し

て
出
て
き
ま
す
。

　

た
ん
ぱ
く
質
は
、
普
段
は
血
液
の
中
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
尿
と
一
緒
に
出
て
く
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
尿
検
査
で
た
ん
ぱ
く
が

「
+
」
や
「
２
+
」
以
上
に
な
っ
た
場
合
は
、

何
ら
か
の
原
因
で
、
腎
臓
の
機
能
が
落
ち
て
体

か
ら
た
ん
ぱ
く
質
が
出
て
き
た
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

▼
腎
臓
を
い
た
わ
る
ポ
イ
ン
ト

　

血
圧
・
血
糖
管
理
や
、
減
塩
・
肥
満
予
防
の

生
活
改
善
が
第
一
で
す
。

問　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
０
７

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
新
潟
県
中
越
地
震
な

ど
で
は
、
多
く
の
人
が
倒
れ
て
き
た
家
具
の
下

敷
き
に
な
っ
て
亡
く
な
っ
た
り
、
大
け
が
を
し

た
り
し
ま
し
た
。
大
き
な
地
震
の
際
、
家
具
は

必
ず
倒
れ
ま
す
。
被
害
を
減
ら
す
た
め
、
今
す

ぐ
家
具
の
転
倒
防
止
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
タ
ン
ス

　

床
側
を
ス
ト
ッ
パ
ー
な
ど
で
固
定
し
、
天
井

側
は
ポ
ー
ル
式
器
具
で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ポ
ー
ル
式
器
具
は
タ
ン
ス
の
奥
の
方（
壁
側
）

で
、
天
井
や
家
具
の
硬
い
と
こ
ろ
に
取
り
付
け

ま
し
ょ
う
。

▼
食
器
棚

　

Ｌ
字
型
金
具
や
ワ
イ
ヤ
ー
な
ど
で
壁
に
固
定

し
、
開
き
戸
に
は
開
か
な
い
よ
う
に
留
め
金
を

を
付
け
ま
し
ょ
う
。
扉
の
ガ
ラ
ス
な
ど
に
は
飛

散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
本
棚

　

Ｌ
字
型
金
具
や
ワ
イ
ヤ
ー
な
ど
で
壁
に
固
定

し
、
重
い

本
は
下
の

段
に
。
ひ

も
や
ベ
ル

ト
な
ど
を

取
り
付

け
、
本
が

飛
び
出
さ

な
い
よ
う

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
テ
レ
ビ

　

粘
着
マ
ッ
ト
を
敷
い
て
転
倒
を
防
ぎ
、
機
器

の
裏
側
を
ワ
イ
ヤ
ー
な
ど
で
壁
や
テ
レ
ビ
ボ
ー

ド
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
冷
蔵
庫

　

裏
側
を
ワ
イ
ヤ
ー
な
ど
で
壁
に
固
定
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
窓
ガ
ラ
ス

　

強
化
ガ
ラ
ス
に
変
え
た
り
、
飛
散
防
止
フ
ィ

ル
ム
を
貼
っ
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。
カ
ー
テ
ン

を
閉
め
て
お
く
だ
け
で
も
室
内
へ
の
飛
散
防
止

に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

問　

消
防
本
部
☎
０
８
９
４
（
62
）
０
１
１
９

▼
城
川
分
館

　
「
恋
す
る
ハ
ン
バ
ー
グ　

佃
は
じ
め
食
堂
」

山
口
恵
以
子
（
著
）
角
川
春
樹
事
務
所
（
発
）

　
「
夏
井
い
つ
き
の
超
カ
ン
タ
ン
！
俳
句
塾
才

能
あ
り
！
俳
句
の
作
り
方
。」夏
井
い
つ
き（
著
）

世
界
文
化
社
（
発
）

　
「
本
当
に
似
合
う
服
が
見
つ
か
れ
ば
、お
し
ゃ

れ
は
簡
単
」
犬
走
比
佐
乃
（
著
）
講
談
社
（
発
）

　
「
森
高
千
里
の
暮
ら
し
の
レ
ッ
ス
ン
」
森
高

千
里
（
著
）
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
（
発
）

　
「
も
う
あ
か
ん
！
」
岡
田
よ
し
た
か
（
作
）

学
研
プ
ラ
ス
（
発
）

　
「
横
濱
つ
ん
て
ん
ら
い
ら
」
橘
沙
羅
（
著
）

角
川
春
樹
事
務
所
（
発
）

　
「
手
の
ひ
ら
の
京み

や
こ

」
綿
矢
り
さ
（
著
）
新
潮

社
（
発
）

　
「
ク
リ
ト
モ
の
さ
か
な
道
」
栗
原
友
（
著
）

朝
日
新
聞
出
版
（
発
）

▼
魚
成
分
館

　
「
図
書
館
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
三
萩
せ
ん
や
（
著
）

河
出
書
房
新
社
（
発
）

　
「
強
父
論
」阿
川
佐
和
子（
著
）文
藝
春
秋（
発
）

　
「
家
族
の
ゆ
く
え
は
金
し
だ
い
」
信
田
さ
よ

子
（
著
）
春
秋
社
（
発
）

　
「
強
く
、
潔
く
。」
吉
田
沙
保
里
（
著
）
Ｋ
Ａ

Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
発
）

　
「
ホ
ー
ム
ズ
四
世
」
新
堂
冬
樹
（
著
）
講
談

社
（
発
）

　
「
ゆ
け
、
お
り
ょ
う
」
門
井
慶
喜
（
著
）
文

藝
春
秋
（
発
）

　
「
星
に
な
っ
た
子
ね
ず
み
」
手
島
悠
介
（
作
）

岡
本
颯
子
（
絵
）
講
談
社
（
発
）

　
「
マ
マ
の
ス
マ
ホ
に
な
り
た
い
」の
ぶ
み（
作
）

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
出
版
（
発
）

　
「
土
砂
災
害
の
き
ほ
ん
」
佐
藤
丈
晴
（
著
）

吉
備
人
出
版
（
発
）

　
「
も
う
献
立
に
悩
ま
な
い
」
高
木
ゑ
み
（
著
）

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
（
発
）

問　

市
民
図
書
館

　

☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
２
０

　

今
年
度
の
「
西
予
市
歴
史
文
化
講
演
会
」
は
、

講
演
会
に
加
え
、
現
地
見
学
会
や
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム

な
ど
を
準

備
。「
こ

の
ま
ち
で

暮
ら
す
私

た
ち
が
、

地
域
の
歴

史
を
ど
う

生
か
し
て

い
く
か
」

と
い
っ

た
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
講
演
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料
。
事
前
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
（
第
２
～
４
回
の
開
催
場
所
は
、
市
教
育

保
健
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
す
）

◉
第
１
回「
カ
ル
ス
ト
の
地
下
に
広
が
る
洞
窟
世
界
」

　

村
上
崇
史
さ
ん
（
秋
吉
台
科
学
博
物
館
特

別
専
門
員
）
の
講
演
。

▼
日
時　

１
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
～

▼
場
所　

野
村
公
民
館

◉ 

第
２
回
「
遺
跡
を
楽
し
む
～
妻む

き木
晩
田
遺
跡

と
市
民
活
動
」

　

佐
古
和
枝
さ
ん
（
関
西
外
語
大
学
教
授
）

の
講
演
。

▼
日
時　

１
月
21
日
（
土
）
午
後
２
時
～

◉ 

第
３
回
「
養
蚕
と
近
代
化
遺
産
」

　

二
村
悟
さ
ん
（
工
学
院
大
学
客
員
研
究
員
）

と
岡
崎
直
司
さ
ん
（
近
代
化
遺
産
活
用
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）
の
講
演
。
西
山
田
稚
蚕
共
同
飼

育
場
の
現
地
見
学
も
予
定
。

▼
日
時　

２
月
５
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～

◉ 

第
４
回
「
ち
は
や
ふ
る
の
世
界
～
小
倉
百
人

一
首
の
歴
史
と
南
予
～
」

　

和
家
寛
治
さ
ん
（
全
日
本
か
る
た
協
会
名

誉
専
任
読
手
）
の
講
演
。
か
る
た
遊
び
あ
り
。

▼
日
時　

３
月
12
日
（
日
）
午
後
２
時
～

問　

文
化
体
育
振
興
課

　

☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
１
６

　　　　　　　保健だより

　　　　《　慢性腎臓病（ＣＫＤ）　》

Fire station

 　　　《　地震に備えて、家の中を安全に　》

　　消防署だより

Book
　　　　　   図書館だより

　　　 　　  《　新刊図書案内　》

Culture

  　　《　今年もやります！歴史文化講演会　》

　　文化財だより

タンス・食器棚・本棚・テレビ・
冷蔵庫・窓ガラスへの対策を。

受講料無料。好評につき、今年も開催します

自覚症状が出たときには、
重症化していることが…。
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◉
肺
年
齢
・
血
管
年
齢
測
定

◉
物
忘
れ
度
チ
ェ
ッ
ク

◉
屋
台
コ
ー
ナ
ー
（
焼
き
そ
ば
や
芋
炊
き
）

Hospital

　

全
国
的
に
、
高
齢
者
ド
ラ
イ

バ
ー
に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

◉
運
転
に
自
信
が
な
く
な
っ
た

◉ 

周
囲
か
ら
「
運
転
が
心
配
」
と

言
わ
れ
て
い
る

◉
運
転
を
し
な
く
な
っ
た

　

こ
の
よ
う
な
場
合
は
要
注
意
。

年
齢
と
共
に
、
体
力
や
運
動
能
力
、

視
力
が
低
下
す
る
こ
と
を
自
覚
し

た
上
で
、
運
転
免
許
証
の
「
自
主

返
納
支
援
制
度
」
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

▼
自
主
返
納
で
特
典

　

有
効
期
間
内
の
運
転
免
許
証
を

Living

自
主
返
納
し
た
人
は
、
運
転
経
歴

証
明
書
（
手
数
料
１
０
０
０
円
と

顔
写
真
必
要
）
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

運
転
経
歴
証
明
書
を
提
示
す
れ

ば
、
支
援
事
業
所
で
各
種
商
品
の

割
り
引
き
や
、
路
線
バ
ス
運
賃
割

引
な
ど
の
特
典
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

多
く
の
機
関
な
ど
で
は
、
公
的

な
身
分
証
明
書
と
し
て
生
涯
使
う

こ
と
も
で
き
ま
す
。

問　

西
予
警
察
署

　

☎
０
８
９
４
（
62
）
０
１
１
０

　　　《　病院が「楽しい場所」に大変身　》

　　  西予市民病院だより

　

20
歳
に
な
る
の
を
待
ち
、
契
約

さ
せ
よ
う
と
す
る
悪
質
な
業
者
が

若
者
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　

成
人
に
な
る
と
、
未
成
年
者
と

は
違
い
「
未
熟
だ
」
と
い
う
理
由

で
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
は
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

▼
よ
く
あ
る
相
談

◉ 

友
人
か
ら
「
も
う
か
る
話
が
あ

る
」
と
言
わ
れ
仮
想
通
貨
の
投

資
契
約
を
し
た
が
解
約
し
た
い

◉ 

エ
ス
テ
を
中
途
解
約
し
た
が
、

支
払
い
請
求
額
が
高
す
ぎ
て
納

得
で
き
な
い

◉ 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
女
性
に

《　新成人に多いトラブル　》

警察署＆消費生活センター

《　高齢者ドライバーの事故が多発　》

　

子
ど
も
た
ち
は
輪
投
げ
ゲ
ー
ム
で
お
も
ち
ゃ

を
ゲ
ッ
ト
。白
衣
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、ち
び
っ

こ
ド
ク
タ
ー
や
ナ
ー
ス
が
誕
生
し
、
周
囲
か
ら

「
か
わ
い
い
！
」
の
声
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ほ
し

い
」
と
の
要
望
も
。
ス
マ
イ
ル
フ
ェ
ス
タ
の
次

回
開
催
は
、
今
年
秋
頃
の
予
定
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
地
域
の
病
院
と
し
て
人
を
大

切
に
し
、
安
心
と
信
頼
の
医
療
を
提
供
す
る
病

院
」
の
基
本
理
念
の
も
と
、
皆
さ
ん
と
共
に
歩

ん
で
い
き
ま
す
。

問　

西
予
市
民
病
院

　

☎
０
８
９
４
（
62
）
１
１
２
１

　

病
院
は
、
体
調
が
悪
い
と
き
や
、
検
査
を
受

け
る
と
き
に
行
く
も
の
―
。

　

そ
ん
な
常
識
を
く
つ
が
え
す
イ
ベ
ン
ト
「
ス

マ
イ
ル
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
」
を
、
11
月
13
日

（
日
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
の
は
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

約
２
０
０
人
以
上
。
院
内
に
は
色
と
り
ど
り
の

風
船
や
花
な
ど
が
飾
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

▼
好
評
だ
っ
た
イ
ベ
ン
ト

◉ 

う
わ
ま
ち
南
保
育
園
児
に
よ
る
「
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
」

◉ 

医
師
や
看
護
師
な
ど
に
よ
る
健
康
相
談
や
血

圧
測
定

◉
骨
密
度
測
定

休日当番医
変更となる場合あり。医療機関へ確認の上お出かけください。

１月 奇数日が西予市民病院
偶数日が野村病院

西予市民病院☎ 0894(62)1121
市立野村病院☎ 0894(72)0180
二次救急は中症～重症患者の受け入れをする医療機関です。検査・入院・手術が必要な場合
に備え、医師と外来看護師が当直し、検査・放射線技師が待機して救急医療にあたっています。

１月 １日(日) 若宮診療所（下松葉）
☎0894（62）0077

１月 ２日(月) 松多クリニック（稲生）
☎0894（62）6655

１月 ３日(火) かどた医院（卯之町五丁目）
☎0894（62）6722

１月 ８日(日) 上甲耳鼻咽喉科（卯之町一丁目）
☎0894（62）0012

１月 ９日(月) おだクリニック（卯之町五丁目）
☎0894（62）6606

１月15日(日) 二宮医院（卯之町二丁目）
☎0894（62）0144

１月22日(日) かどた医院（卯之町五丁目）
☎0894（62）6722

１月29日(日) 高千穂医院（上松葉）
☎0894（62）5009

宇和・明浜地区

１月 １日(日)
野村病院（野村町野村）
☎0894（72）0180
※ １日と３日と９日は、一次救急の

ため検査不可

１月 ２日(月)
１月 ３日(火)
１月 ８日(日)
１月 ９日(月)

１月15日(日) 井関医院（野村町野村）
☎0894（72）0030

１月22日(日) おか医院（野村町阿下）
☎0894（72）3456

１月29日(日) 野村病院（野村町野村）
☎0894（72）0180　※検査不可

野村・城川地区

１月 １日(日)

一次救急休日・夜間診療所
（八幡浜市大平）
☎0894(24)1199
※ 「八幡浜急患センター」は、10/24から
「一次救急休日・夜間診療所」に名称が変
更されました

１月 ２日(月)
１月 ３日(火)
１月 ８日(日)
１月 ９日(月)
１月15日(日)
１月22日(日)
１月29日(日)

三瓶地区

小児科
１月 １日(日) 一次救急休日・夜間診療所（八幡浜市大平）

☎0894（24）1199
１月 ２日(月) ごうお小児科医院(大洲市西大洲)

☎0893(24)3936
１月 ３日(火) みかんこどもクリニック(八幡浜市白浜通)

☎0894(20)8800
１月 ８日(日) 亀井小児科(大洲市東大洲)

☎0893(24)3757
１月 ９日(月) 一次救急休日・夜間診療所（八幡浜市大平）

☎0894（24）1199
１月15日(日) おおむら小児科（内子町城廻）

☎0893（44）7117
１月22日(日) 守口小児科(八幡浜市産業通)

☎0894(24)7770
１月29日(日) 大洲ななほしクリニック（大洲市東若宮）

☎0893（25）7710
外科治療は対応困難なため、けがなどの場合は外科系当番医か救急病院をご利用ください。

連
れ
て
行
か
れ
た
事
務
所
で
、

自
己
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
契
約
を

勧
め
ら
れ
、
借
金
で
会
費
を
払

う
よ
う
に
言
わ
れ
た

▼
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に

◉ 

安
易
な
気
持
ち
で
契
約
し
な
い

◉ 

う
ま
い
話
に
飛
び
つ
か
な
い

◉ 

「
今
日
な
ら
安
く
な
る
」と
言
わ

れ
て
も
そ
の
場
で
契
約
し
な
い

◉ 

契
約
前
に
は
家
族
や
友
人
に
相

談
す
る

◉ 

も
う
け
を
あ
て
に
し
た
借
金

は
、
絶
対
に
し
な
い

問　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
９
４
（
62
）
１
２
８
５

心
臓
は
「
刺
激
電
導
系
」
と
い
わ
れ
る
電
気

刺
激
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
筋
肉
の
縮
小
と
拡
張

（
伸
び
縮
み
）
を
繰
り
返
す
こ
と
で
血
液
を
送

り
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
電
気
刺
激
が
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
心
房

に
無
秩
序
に
伝
わ
っ
て
し
ま
い
、
系
統
的
に
収

縮
で
き
な
い
状
況
が
「
心
房
細
動
」
と
い
う
不

整
脈
に
な
り
ま
す
。
胸
が
ハ
タ
ハ
タ
す
る
、
脈

が
速
い
と
い
っ
た
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
す
。

▼
小
さ
な
血
の
塊
を
生
む

　

心
房
細
動
自
体
が
、
直
接
生
命
を
脅
か
す
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
何
が

一
番
問
題
に
な
る
か
と
い
う
と
、
心
房
内
の
血

流
に
乱
れ
が
生
じ
る
こ
と
で
、
小
さ
な
血
の
塊

Medical

が
で
き
る
こ
と
な
の
で
す
。

　

こ
の
血
の
塊
が
血
流
に
乗
っ
て
、
全
身
へ
と

運
ば
れ
て
行
き
、
血
液
の
流
れ
を
止
め
て
し
ま

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
状
態
を
「
塞そ

く
せ
ん栓
」

と
呼
び
ま
す
。

▼
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
の
引
き
金
に

　

脳
の
血
管
に
塞
栓
が
で
き
た
場
合
は
、
脳
梗

塞
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
誰
も
が

名
前
を
知
っ
て
い
る
往
年
の
有
名
プ
ロ
野
球
選

手
も
、
こ
の
過
程
に
よ
り
脳
梗
塞
に
な
っ
た
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

心
臓
の
周
り
を
走
行
す
る
冠
動
脈
に
塞
栓
が

生
じ
る
と
、
心
筋
梗
塞
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

腸
へ
の
血
流
を
担
っ
て
い
る
血
管
に
で
き
る

と
、
腸
が
壊
死
（
腐
っ
て
し
ま
う
状
態
）
し
て

し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
生
命
を
脅
か
す
合
併
症
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
、心
房
細
動
の
怖
い
と
こ
ろ
で
す
。

▼
治
療
に
は
服
薬
が
重
要

　

心
房
細
動
の
治
療
は
、
不
整
脈
そ
の
も
の
を

治
す
こ
と
で
は
な
く
、
塞
栓
が
で
き
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
抗
凝
固
薬
（
血
を
固
ま
ら
せ
な

い
薬
、
血
液
サ
ラ
サ
ラ
な
ど
と
一
般
的
に
い
わ

れ
る
薬
）
を
内
服
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま

す
。
近
年
で
は
多
く
の
新
し
い
薬
が
登
場
し
て

お
り
、
そ
の
治
療
成
績
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

（
土
居
診
療
所　

豊
崎
）

　　西予市医師会　医療よもやま話

　　《　胸のハタハタ、心房細動かも　》
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自分にピッタリ
きっと見つかる Information market

　
　募集不

用
に
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り

　

家
庭
で
眠
っ

て
い
る
鯉
の
ぼ

り
を
寄
付
い
た

だ
け
ま
せ
ん
か
。

　

い
た
だ
い
た

鯉
の
ぼ
り
は
、

４
月
下
旬
～
５

月
上
旬
ま
で
、

野
村
ダ
ム
朝
霧

湖
を
ま
た
ぐ
約
４
５
０
メ
ー
ト
ル
間
に
掛

け
渡
し
ま
す
。

情　報

Information market

掘り出し市

自分にピッタリな情
報

きっと見つかる！

▼
受
付
期
限　
４
月
20
日
（
木
）

▼
寄
付
方
法

　

野
村
公
民
館
（
〒
７
９
７
‐
１
２
９
２

西
予
市
野
村
町
野
村
12
‐
６
１
９
‐
１
）

に
直
接
持
ち
込
み
、
ま
た
は
郵
送
に
て
。

送
料
は
「
着
払
い
」
可
。

問　
野
村
公
民
館

　
☎
０
８
９
４
（
72
）
１
１
１
７

県
営
住
宅
空
家
待
ち
入
居
者

　

既
設
の
県
営
住
宅
に
空
き
家
が
生
じ
た

場
合
の
入
居
者
を
募
集
。

　

今
回
の
申
し
込
み
は
、
次
年
度
の
抽
選

日
前
日
ま
で
有
効
で
す
。

▼
申
込
期
間

　

２
月
１
日
（
水
）
～
10
日
（
金
）

　
申
込
書
は
１
月
16
日
（
月
）
か
ら
配
布

▼
申
込
場
所

　

県
南
予
地
方
局 

管
理
課
（
宇
和
島
市
天

神
町
７
番
１
号
）

▼
入
居
順
位
の
抽
選

　

３
月
６
日
（
月
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
、

南
予
地
方
局
庁
舎
７
階
に
て
。

▼
家
賃　
収
入
な
ど
に
基
づ
き
算
定

▼
申
込
資
格

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

◉ 

現
に
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
あ
り
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
人
（
単
身
者
で
も
可
能
な
場
合
あ
り
）

◉ 

公
営
住
宅
法
に
定
め
る
収
入
基
準
に
適

合
す
る
人

◉ 

入
居
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
、
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
行

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す

る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

問　
県
南
予
地
方
局 

管
理
課

　
☎
０
８
９
５
（
22
）
５
２
１
１

放
送
大
学
の
４
月
生

　

平
成
29
年
度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）

の
学
生
を
募
集
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
心
理
・
教
育
・

福
祉
な
ど
が
学
べ
る
、
通
信
制
の
大
学
で

す
。
資
料
請
求
（
無
料
）
は
電
話
ま
た
は

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
。

▼
出
願
期
限　

２
月
28
日
（
火
）

問　
放
送
大
学 

愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
９
（
９
２
３
）
８
５
４
４

催
し

ツ
ル
と
の
共
生
、
考
え
よ
う

　
「
ツ
ル
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ

せ
い
よ
２
０
１
７
」
を
開
催
。

　

柳
生
博
さ
ん
（
俳
優
・
日
本
野
鳥
の
会

会
長
）
ら
と
、
ツ
ル
や
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共

生
す
る
西
予
市
の
未
来
に
つ
い
て
語
り
合

い
ま
す
。

▼
日
時　
１
月
22
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

▼
場
所　
県
歴
史
文
化
博
物
館

問　
環
境
衛
生
課

　
☎
０
８
９
４
（
62
）
１
１
３
２

明
浜
町
新
春
駅
伝
競
走
大
会

　

旧
田
之
浜
小
学
校
前
を
ス
タ
ー
ト
し
、

明
浜
海
道
16
・
９
㎞
を
タ
ス
キ
で
つ
な
ぎ

ま
す
。
ゴ
ー
ル
は
俵
津
公
民
館
。

▼
日
時　
１
月
14
日
（
土
）

　
開
会
式
は
午
前
８
時
30
分
～

　
ス
タ
ー
ト
は
午
前
10
時

問　
明
浜
教
育
課

　
☎
０
８
９
４
（
64
）
１
２
９
１

富
永
一
朗
さ
ん
の
作
品
展
示

　

前
か
ま
ぼ
こ
板
の
絵
審
査
員
長
、
富
永

一
朗
さ
ん
の
芸
術
漫
画
原
画
展
を
は
じ
め
、

企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　
１
月
４
日
（
水
）
か
ら

▼
場
所　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
し
ろ
か
わ

▼
第
１
展
示
室

　

企
画
展
「
全
部
見
せ
ま
す
富
永
一
朗
芸

術
漫
画
原
画
展
」

▼
第
２
展
示
室

　
名
作
館
蔵
品
展
「
春
を
迎
え
る
」

▼
第
５
展
示
室

　

か
ま
ぼ
こ
板
の
絵
「
22
回
展
か
ら
あ
な

た
が
選
ん
だ
ベ
ス
ト
１
０
０
」

問　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
し
ろ
か
わ

　
☎
０
８
９
４
（
82
）
１
０
０
１

親
子
で
「
お
手
玉
遊
び
」

　

１
月
の
子
育
て
サ
ロ
ン
ス
キ
ッ
プ
Ｃ
ｌ

ｕ
ｂ
は
お
手
玉
遊
び
。

▼
日
時　

１
月
６
日
（
金
）

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

PICK　UP

20社以上の企業が参加
2/18（土）合同就職面接会

　第 12 回西予市合同就職面接会
を開催。20 社以上の企業が集ま
るので、効率的に就職活動を進め
られる絶好のチャンス。
　「仕事の内容は？」「賃金や時間、
休日の仕組みが分からないので不
安」などという悩みを、各企業の
採用担当者に直接聞くことができ
ます。
　西予市への移住を考えている人
が身近にいる人は、ぜひご紹介く
ださい。会社の説明だけ聞きたい
人も、気軽にお越しください。
▶日時　２月 18 日（土）
▶時間　午後１時 30 分～４時
▶場所　宇和文化会館　中ホール
▶事前申し込み　不要
▶参加料　無料
問　経済振興課
　☎ 0894（62）6408

▼
場
所　
宇
和
児
童
館
「
う
わ
っ
こ
」

問　
宇
和
児
童
館
☎
０
８
９
４
（
62
）
７
３
３
１

知
っ
得

情

報

　
　市

内
で
働
く
人
に
融
資

　
「
教
育
資
金
」
と
「
住
宅
建
設
資
金
」
を

融
資
し
ま
す
。
枠
に
限
り
あ
り
。
お
早
め

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　

満
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
西
予
市
内
に

居
住
し
て
い
る
勤
労
者
で
、
同
一
事
業

所
に
原
則
１
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
人
。

か
つ
税
金
を
完
納
し
、
前
年
の
所
得
が

１
０
０
０
万
円
未
満
で
あ
り
、
返
済
能
力

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人
。

▼
教
育
資
金

　

本
人
ま
た
は
本
人
の
家
族
の
教
育
に
使

え
る
資
金
。
融
資
限
度
額
は
３
０
０
万
円

以
内
。
償
還
期
間
は
15
年
（
据
え
置
き
６

年
）。
融
資
利
率
１
・
45
％
（
保
証
料
別
途

0
・
７
％
～
１・
２
％
）

▼
住
宅
建
設
資
金

　

新
築
・
増
築
・
改
修
お
よ
び
住
宅
用
地

購
入
な
ど
に
使
え
る
資
金
。
融
資
限
度
額

１
５
０
０
万
。
償
還
期
間
は
25
年
。
融
資

利
率
は
、
ろ
う
き
ん
の
店
頭
金
利
よ
り
優

遇
。
保
証
料
別
途
0
・
12
％
～
０
・
36
％
。

問　
経
済
振
興
課

　
☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
０
８

競
争
入
札
の
参
加
資
格
審
査

　

平
成
29
・
30
年
度
の
西
予
市
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
備
の
あ
る
申
請
書
は
受
理
で
き
ま
せ

ん
。
添
付
書
類
の
不
足
な
ど
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▼
建
設
工
事
・
委
託
業
務

　

建
設
工
事
や
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
な
ど
。
12
月
１
日
（
木
）
～
平
成
29

年
１
月
31
日
（
火
）

▼
物
品
・
そ
の
他
委
託
業
務

　
12
月
１
日
（
木
）
か
ら
随
時
受
付

問　
監
理
用
地
課

　
☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
９
４

2017.１月号 18共に考え共に創る 広報せいよ19



自分にピッタリ
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▪
漢
詩
▪

▼
宇
和
清
流
吟
社

新
春
の
宇
和
の
郷　
　
　
　

松
本　

鷹よ
う
こ
う行

夜や
ら
い來　

積
雪
浄き

よ

く
し
て
塵じ

ん

無
く

盆
地　

高
原　

一
望
に
新
た
な
り

雙そ
う
か
く鶴　

飛
來
し
聲こ

え　

恰こ
う
こ
う恰

初
光　

遥よ
う
は
い拝
し
て　

故
郷
の
春

▪
川
柳
▪

▼
川
柳
「
城
の
和
」

我
が
輩
の
孤
独
を
語
る
電
話
代山

本　

敦
義

日
記
帳
閉
じ
て
明
日
の
風
を
待
つ

松
本　

宗む
ね
か
ず和

気
楽
さ
も
寂
し
さ
も
知
る
一
人
で
す

川
原　

重
子

▪
短
歌
▪

▼
宇
和
短
歌
会

初
優
勝
あ
ふ
る
る
涙
の
豪ご

う
え
い
ど
う

栄
道
感
動
の
嵐

な
み
だ

母
も
見
て
い
る　
　
　
　
　

上
田　

恒
子

再
会
の
花
言
葉
も
つ
彼
岸
花
花
は
葉
し
ら

ず
葉
は
花
し
ら
ず　
　
　
　

橋
本　

友
恵

耳
と
ほ
く
意
思
の
か
よ
は
ぬ
姉
と
な
る
歳

月
か
な
し
老
い
に
向
き
合
ふ

柴
田
キ
ミ
コ

▼
中
川
短
歌
会

水
涸
れ
し
水
路
の
中
に
あ
か
き
殻
の
ザ
リ

ガ
ニ
哀
れ
骸む

く
ろ

と
な
り
て　
　

末
光　

翠
峰

中
学
の
面
影
の
こ
す
眼
科
医
は
術
後
の
吾

を
笑
顔
で
つ
つ
む　
　
　
　

横
手　

よ
ね

シ
ャ
ン
プ
ー
台
魔
法
の
指
に
身
を
委
ね
蕩と

ろ

け
る
ご
と
く
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る宮

本　

桂
子

▼
多
田
短
歌
同
好
会

待
ち
に
待
ち
し
慈じ

う雨
あ
り
が
た
し
出
会
う

人
み
な
笑
顔
し
て
言
葉
交
せ
り内

藤　
　

栄

衛
星
も
か
く
や
と
ば
か
り
駆
け
下
る
黒
い

揚あ
げ
は羽
の
速
さ
に
脱
帽　
　
　

大
本　
　

登

ま
た
会
え
る
き
っ
と
会
え
る
と
思
ひ
し
に

高
千
穂
の
絵
が
遺
作
に
な
る
と
は

西
岡　

恵
子

▪
俳
句
▪

▼
か
り
が
ね
吟
社

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
音
に
飛
び
立
つ
寒か

ん
す
ず
め雀

大
谷　

重
弘

走
り
根
の
表
参
道
初
詣

長
友　
　

孝

お
ほ
ど
か
に
豊
予
海
峡
初
茜

兵
頭　

岩
雄

▼
花
水
木
句
会
（
宗
一
選
）

長
々
と
寝
そ
べ
る
猫
や
縁え

ん
こ
は
る

小
春金

本　

幸さ
ち
こ子

拡
が
り
ぬ
空
の
青
さ
よ
松ま

つ
て
い
れ

手
入武

石
ひ
ろ
む

枯
菊
の
匂
ひ
ほ
の
か
に
焚
か
れ
け
り

山
本　

長ち
ょ
う
せ
い生

▼
さ
さ
ご
句
会
（
カ
ホ
ル
選
）

コ
ス
モ
ス
の
中
よ
り
子
ら
の
見
え
か
く
れ

井
上　

知さ
と
こ子

脱
藩
の
道
に
野
菊
の
揺
れ
や
ま
ず

高
橋
お
さ
む

冬
蝶
の
低
き
視
界
に
留
ま
れ
り是

沢　

靖
子

▼
笠
置
句
会

腰
か
け
て
も
の
思
ふ
庭
小
鳥
く
る

二
宮　

静
子

聞
き
流
す
深
夜
放
送
夜よ

の
長
し二

宮　
　

覚
さ
と
る

高
原
の
一ひ

と

道
筋
や
冬
ざ
る
る

山
口　
　

敏と
し

▼
三
瓶
俳
句
会

餅
の
数
聞
く
人
も
な
く
雑
煮
炊
く

大
塚
チ
ヤ
子

離
れ
住
む
子
を
思
ひ
や
る
寒
さ
か
な

菊
池　

妙
子

真
っ
新さ

ら

な
地
蔵
の
帽
子
お
元が

ん
じ
つ日山

本
真
津
子

　広　報　文　芸

民
生
委
員
な
ど
一
斉
改
選

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委

員
の
一
斉
改
選
を
12
月
１
日
付
け
で
行
い
、

市
内
１
５
２
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

12
人
の
主
任
児
童
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
31
年
11
月
30
日
ま
で
の
３

年
間
で
す
。

問　
福
祉
課
☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
２
８

都
市
計
画
説
明
会
・
陳
述
会

　

宇
和
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
、
市
内
で
排
出

さ
れ
る
資
源
ゴ
ミ
な
ど
の
一
時
貯
留
場
所

と
し
て
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
市
内
２
カ
所
の
ご
み
処
理
施
設

閉
場
に
伴
い
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
宇
和

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
貯
留
す
る
ご
み
量
が
増

加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
施
設
内
に
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

を
建
設
し
、
貯
留
場
所
の
拡
大
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に

都
市
計
画
の
素
案
を
説
明
す
る
た
め
、
説
明

会
と
意
見
陳
述
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　
１
月
10
日
（
火
）
午
後
７
時
～

▼
場
所　
市
教
育
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階

問　
建
設
課

　
☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
１
０

年
金
保
険
料
は
口
座
が
お
得

　
国
民
年
金
保
険
料
を
口
座
振
替
す
る
と
、

現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
大
き
い
６
カ

月
前
納
や
１
年
前
納
、
２
年
前
納
、
月
々

50
円
割
引
と
な
る
早
割
制
度
が
あ
り
、
お

得
で
す
。

　

口
座
振
替
は
、
ご
希
望
の
金
融
機
関
ま

た
は
年
金
事
務
所
で
申
請
で
き
ま
す
。
納

付
所
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機

関
届
出
印
を
持
参
し
、
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

問　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
９
５
（
22
）
５
４
４
０

PICK　UP

介護保健施などの利用時

食費・部屋代が軽減される認定証

　所得が一定以下の人は、介護保険施設へ入
所やショートステイする際の食費・部屋代に
ついて、所得に応じて軽減が受けられます。
▶対象者

　下記①～③の人で、かつ預貯金などが単身
で 1000 万円、夫婦で 2000 万円以下の人。
① 生活保護を受けている人または、本人およ

び世帯全員（世帯分離している配偶者含む）
が住民税非課税で、老齢福祉年金を受けて
いる人

② 本人および世帯全員（世帯分離している配
偶者含む）が住民税非課税で、合計所得金額・
課税年金収入額・非課税年金（遺族・障害）
収入額の合計が 80 万円以下の人

③ 本人および世帯全員（世帯分離している配
偶者含む）が住民税非課税で、②以外
の人

※ 住民税課税世帯でも、施設入所の場
合に限り、所定の要件を満たしてい
れば軽減が受けられる特例措置が
あります。

▶申請に必要なもの

　印鑑、マイナンバー通知カード、
身元確認書類（運転免許証など）、
本人と配偶者の通帳などの写し（最
終残高が分かるもの）
問 長寿介護課☎ 0894（62）6406

不
法
投
棄
12
ト
ン
を
撤
去

　

山
田
地
区
と
明
間
地
区
で
、
不
法
投
棄

さ
れ
た
廃
棄
物
の
撤
去
活
動
が
11
月
16
日

（
水
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
や
行
政
担
当
者

ら
で
つ
く
る
県
八
幡
浜
支
局
不
法
投
棄
防

止
対
策
推
進
協
議
会
が
、
管
内
各
地
で
毎

年
実
施
し
て
い
る
も
の
。

　

こ
の
日
、
地
元
住
民
ら
も
加
わ
り
約
50

人
で
作
業
。
大
量
の
ご
み
に
お
ど
ろ
き
な

が
ら
、
約
12
ト
ン
を
超
え
る
廃
棄
物
を
運

び
出
し
ま
し
た
。

　

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
し
な
い
、
さ

せ
な
い
た
め
に
、
地
域
で
環
境
を
整
え
、

撲
滅
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問　
環
境
衛
生
課

　
　
☎
０
８
９
４
（
62
）
１
１
３
２

申
告
で
必
ず
「
本
人
確
認
」

　
今
年
か
ら
、申
告
書
な
ど
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
記
載
し
た
税
務
関
係
書
類
提
出
の
際
に

は
、
本
人
確
認
書
類
の
提
出
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
利
用
の
場
合

は
不
要
で
す
）

　

申
告
す
る
本
人
の
「
本
人
確
認
書
類
」

の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
る
人　

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
見
本
の
よ

う
に
、
お
も
て
面
に

は
顔
写
真
、
裏
面
に

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

印
字
さ
れ
て
い
る
も

の
）
の
み
の
提
示
で

か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
自
ら
の
申

請
に
よ
っ
て
手
元
に
届
く
も
の
で
す
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
な
い
人

　

通
知
カ
ー
ド
（
見

本
の
よ
う
に
顔
写
真

の
な
い
も
の
）
に
加

え
、
身
元
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
、
公
的
医

療
機
関
の
被
保
険
者

証
、
障
が
い
者
手
帳
、

在
留
カ
ー
ド
な
ど
）
の
２
種
類
が
必
要
で

す
。

▼
住
民
票
の
写
し
は
不
要

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
よ
り
、

平
成
28
年
分
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

等
の
申
告
手
続
き
に
、
住
民
票
の
写
し
の

添
付
は
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

問　
八
幡
浜
税
務
署

　
☎
０
８
９
４
（
22
）
０
８
０
０

　
市
役
所 

税
務
課

　
☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
０
１

困ったときの
「この一冊」

　「介護保険の手続きはど
うすればいい？」「子育て
の支援を受けるには？」
　市役所での手続きをは
じめとした情報を、一冊
にまとめた「せいよ暮ら
しの便利帳」が全世帯に
届きます。㈱サイネック
スと共同製作。
▶発行　５月末予定
問　情報推進課
　☎ 0894（62）6404
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市
職
員
の
給
与
な
ど
を
公
表

市
民
の
皆
さ
ん
に
市
職
員
の
状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

概
要
を
公
表
し
ま
す
。
問 

総
務
課
☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
０
０

▶職員の給与と職員数

平成 27 年度の人件費（普通会計決算）

平成 27 年度の職員給与費（普通会計決算）

注）職員手当には退職手当は含みません。職員数は平成 27 年 4 月 1 日現在のものです。

住民基本台帳人口
（平成28年１月１日）

歳出額
（A）

実質収支 人件費
（B）

人件費率
（B／A）

（参考）平成26
年度の人件費率

4万426人 275億5076万2000円 10億8252万3000円 44億4984万3000円 16.2％ 16.0％

職員数
（A）

給料 職員手当 期末・勤勉手当 計 １人あたりの給与費
（B／A)

541人 　19億891万7000円 ３億2950万9000円 ７億1848万3000円 29億5690万9000円 546万6000円

ラスパイレス指数（各年４月１日現在）

注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数。平
成 24・25 年は国家公務員の時限的な給与改定・臨時特例法による給与減額措置がないとした場合の数値です。

91.7
91.6

92.0
92.6

96.7
96.4

96.5
96.7

99.3
98.9 98.8

98.5
98.698.7

▶職員の平均給料月額や初任給など
職員の平均年齢・平均給料月額・平均給与月額

（平成 28 年４月１日現在）

一
般
行
政
職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
西予市 41.8歳 29万8198円 36万1241円
愛媛県 44.7歳 34万  457円 43万3564円

国 43.6歳 33万1816円 41万  984円

技
能
労
務
職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
西予市 50.3歳 24万7769円 27万1894万
愛媛県 51.2歳 33万1345円 36万9880円

国 50.4歳 28万7447円 32万9358円

職員の初任給（平成 28 年４月１日現在）

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額（平成 28 年４月１日現在）

西予市 愛媛県 国

一般行政職 大学卒 17万7318円 18万730円 総合職　19万  200円
一般職　17万6700円

高校卒 14万5106円 14万7313円 一般職　14万4600円

技能労務職 大学卒 ― 14万   99円 ―
高校卒 ― 12万4432円 ―

経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職 大学卒 23万5131円 28万1285円 31万9061円
高校卒 21万  935円 23万8364円 28万3856円

一般行政職の級別職員数（平成 28 年４月１日現在）

標準的な職務内容 職員数 構成比
１級 主事 59人 14.9％
２級 主査 51人 12.8％
３級 係長・主任 179人 45.1％
４級 課長補佐 58人 14.6％
５級 課長 38人 9.6％
６級 部長・課長 10人 2.5％
７級 部長（総括部長） 2人 0.5％

計 397人 100％

一般行政職級別職員数の構成比率

１級
14.9％

２級
12.8％

３級
45.1％

４級
14.6％

５級
9.6％

６級
2.5％

７級
0.5％

▶職員の手当
期末手当・勤勉手当（平成 28 年４月１日現在）

西予市 愛媛県 国

１人あたりの平均支給額
128万6000円

１人あたりの平均支給額
162万3000円 ―

（平成 27 年度支給割合）

期末手当　　勤勉手当
2.60月分　　1.60月分

（1.45月分）（0.75月分）

（平成 27 年度支給割合）

期末手当　　勤勉手当
2.60月分　　1.60月分

（1.45月分）（0.70月分）

（平成 27 年度支給割合）

期末手当　　勤勉手当
2.60月分　　1.60月分

（1.45月分）（0.75月分）

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の
級などによる加算措置

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の
級などによる加算措置

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の
級などによる加算措置

注）（　）内は再任用職員の支給割合

退職手当
西予市 国

（支給率） 自己都合 勧奨・定年 （支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年
勤続25年
勤続35年

  最高限度額

20.445月分
29.145月分
41.325月分
  49.59月分

25.55625月分
  34.5825月分
      49.59月分
      49.59月分

勤続20年
勤続25年
勤続35年

  最高限度額

20.445月分
29.145月分
41.325月分
  49.59月分

25.55625月分
  34.5825月分
      49.59月分
      49.59月分

【その他の加算措置】退職手当の調整額
職務の級などに応じた８段階の調整月額を定め、職員の在職期間のうちその月額が高い方から60月分の合計額を調整額として加算

１人あたりの平均支給額（自己都合）248万5000円（定年）1844万8000円

 【その他の加算措置】退職手当の調整額
　職務の級などに応じた11段階の調整月額を定め、職員の在職期間のうちその月額が高い方から60月分の合計額を調整額として加算

 

その他の手当

手当名 内容と支給単価 国の制度と
の

異同
支給実績 １人あたり

の
平均支給額

扶養手当

配偶者：1万3000円、配偶者以
外：6500円、配偶者のいない職
員の扶養親族のうち１人：1万
1000円、特定扶養加算（16～
22歳）：5000円

同 8003万円 25万4873円

住居手当 借家居住者支給限度額2万7000円 同 3083万4000円 26万1305円

通勤手当

▶交通機関利用者
支給単位期間（最長６カ月）の
通勤に要する運賃などにより支
給：支給限度月額7万8000円
▶交通用具利用者
通勤距離（片道）により支給
【２km以上～５km未満】2500円
【５km以上～10km未満】4900円
【10km以上～15km未満】8100円
【15km以上～20km未満】１万400円
【20km以上～25km未満】１万2700円
【25km以上～30km未満】１万5000円
【30km以上～35km未満】１万7300円
【35km以上～40km未満】１万9600円
（以下省略）

異

交通機関
利用者
上限額

7万8000円

交通用具
利用者
上限額

3万1100円

4508万5000円 10万1772円

管理職手当

管理または監督の地位にある職
員に支給。
【部長（総括）】5万4100円
【部長・支所長】5万1700円
【課長（６級）】4万7600円
【課長（本庁）】4万5000円
【課長】4万1100円
【主幹】3万3300円
【課長補佐】2万8200円

同 6107万7000円 42万4147円

年齢別職員構成　　　　　　　　　　　　　　　　　
20歳
～未満

20歳
～23歳

24歳
～27歳

28歳
～31歳

32歳
～35歳

36歳
～39歳

40歳
～43歳

44歳
～47歳

48歳
～51歳

52歳
～55歳

56歳
～59歳

60歳
以上 計

職員数 4人 28人 56人 66人 90人 132人 127人 95人 82人 76人 85人 ７人 848人

職員数の推移
23年 24年 25年 26年 27年 28年 過去５年間の

増減数（率）
一般行政 410 395 388 379 366 368 ▲42（▲10.2）
教育 122 118 117 117 111 109 ▲13（▲10.7）
消防 64 63 64 64 64 65 １　　（1.6）
普通会計（計） 596 576 569 560 541 542 ▲54  （▲9.1）
公営企業等会計（計） 294 299 305 310 302 306 12　  （4.1）

総合計 890 875 874 870 843 848 ▲42  （▲4.7）

▶職員の勤務時間その他の勤務条件

勤務時間

休暇

１週間の勤務時間 １日の勤務時間 始業 終業 休憩時間 週休日
38時間45分 7時間45分 ８時30分 17時15分 １時間 土・日曜日

概要・取得要件など 取得可能日数など

有
給

年次有給休暇 一の年ごとの休暇 １年につき20日（前年繰り越し最大40日）

病気休暇 負傷や疾病のため療養
する必要がある場合

公務災害の場合は必要と認められる期
間。結核性疾患は１年。その他負傷や疫
病は、90日を超えない範囲で必要と認め
られる期間

特別休暇 公民権の行使、結婚、
出産、忌引き、ボラン
ティア、子の看護など

【産前休暇】８週間以内に出産する予定の女性
職員が申し出した場合、出産の日まで【産後
休暇】出産の翌日から8週間【忌引き】父母の
場合7日間など【結婚休暇】連続する５日以内
【子の看護】5日以内

無
給介護休暇

２週間以上日常生活を
営むのに支障がある者
の介護をする場合

連続する６月の期間内で、必要と認めら
れる期間

▶特別職の報酬など（平成 28 年４月１日現在）

区分 給料月額など 期末手当
給料 市長

副市長
86万8200円
67万3200円

（平成27年度支給割合）
６月期：1.50月分
12月期：1.65月分

計：3.15月分

報酬 議長
副議長
議員

43万3600円
35万3100円
32万3000円

▶職員数（平成 28 年４月１日現在）

職員数 対前年
増減数 主な増減理由H27 H28

一
般
行
政
部
門

議会 5 5 0
総務 109 109 0
税務 25 24 ▲1 事務の統廃合縮小
労働 1 1 0
農水 46 45 ▲1 退職者不補充
商工 15 15 0
土木 43 45 2 業務量増
民生 76 79 3 業務量増
衛生 46 45 ▲1 退職者不補充
小計 366 368 2

特
別
行
政

部
門

教育 111 109 ▲2
消防 64 65 1
小計 175 174 ▲1

公
営
企
業
等
会
計
部
門

病院 213 216 3 業務量増
水道 18 18 0

下水道 9 9 0
その他 62 63 1 業務量増
小計 302 306 4
合計 843 848 5

▶職員の服務
年次有給休暇の取得状況（平成 27 年 1 月～ 27 年 12 月）

育児休業の取得状況（平成 27 年 4 月～ 28 年 3 月）

介護休暇の取得状況

平均取得日数 平均消化率
全職員 9.6日 25.0％

男性 女性
新たに取得した者 0 13
前年度から引き続き取得した者 0 14

男性 女性
介護休暇取得者 0 0

▶職員の研修
一般研修（平成 27 年度）

派遣研修

研修名 人数 時期  

新
規
採
用
職
員
研
修

接遇セミナー 9 ４月
前期（３日間） 14 ４月
保健師面談 12 6・7月
ごみ資源化 12 7・８月
議会傍聴 12 ９月
危機管理 12 12月
後期（２日間） 12 ９月～１月
交通安全推進研修 258 4・6・7月
管理職研修 20 ５月
中堅職員研修 22 ６月
人事評価研修 395 ７月
自治体法務検定 12 ９月
ハラスメント防止研修 61 10月
ストレスと鬱に対する心のケアセミナー 49 11月
セキュリティ・番号制度研修 400 11月
業務システム操作研修 239 11月

研修名 人数 時期
愛媛県研修所 76 ４月～２月
愛媛県 7 ６月～９月
市町村アカデミー 2 6・10月
国際文化アカデミー 2 ５・２月
自治大学校 1 ６・７月
一般財団法人地域活性化センター 1 ５月～１月
日本経営協会 ２ ４・１月
全国建設研修センター ２ ７・10月
日本電信電話ユーザー協会 ３ ９月
その他 ８ ８月～１月

職場研修…通年職場研修（OJT）を実施。管理監督者が日常業務を通じて指導。
自主研修…０件（申請なし）
▶勤務成績の評定
　平成22年度に「人事評価制度検討委員会」を設置。人材育成型の評価制度を目指
し、勤務態度や職務能力について自己評価・評価者面談・一次評価・二次評価を実
施。26年12月期から勤勉手当に評価結果を反映。
　28年度の改正地方公務員法の施行に伴い、公平・透明・納得の下で適正配置や処
遇への反映を構築中。
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神
科
医
や
保
健
師
が
対
応
し
ま
す
。

▼
日
時　
１
月
18
日
（
水
）

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

▼
場
所　
野
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
予
約
先
：
健
康
づ
く
り
推
進
課

　
☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
０
７

子
ど
も
に
関
す
る
巡
回
相
談

　

南
予
こ
ど
も
・
女
性
支
援
セ
ン
タ
ー
の

児
童
福
祉
司
や
児
童
心
理
司
が
、
子
ど
も

の
性
格
や
行
動
が
心
配
な
ど
と
い
う
相
談

に
応
じ
ま
す
。
予
約
は
前
日
ま
で
に
。

11 月提出分（敬称略）。親族の承諾を得て掲載しています。掲載を希望しない場合は
届出の際にお申し出ください。※この記事を営利目的に利用することを禁じます。

償
却
資
産
の
申
告
は
１
月
中
に

　

毎
年
、
１
月
１
日
時
点
で
事
業
用
資
産

を
所
有
し
て
い
る
個
人
・
法
人
は
、
申
告

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
告
の
対
象
と
な
る
も
の

　

構
築
物
（
門
・
塀
・
敷
地
内
舗
装
路
面

な
ど
）、機
械
お
よ
び
装
置（
旋
盤・ポ
ン
プ・

10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
太
陽
光
発
電
設
備

な
ど
）、
船
舶
、
航
空
機
、
車
両
お
よ
び
運

搬
具
（
貨
車
・
客
車
・
特
殊
自
動
車
な
ど
）、

工
具
・
器
具
お
よ
び
備
品
（
工
具
・
家
具
・

人
権
相
談

▼
総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　
１
月
16
日
（
月
）
午
前
９
時
30
分
～
正
午

心
配
ご
と
相
談

　

日
常
生
活
で
の
悩
み
ご
と
、
困
り
ご
と

な
ど
を
相
談
で
き
ま
す
。
予
約
不
要
。

▼
宮
野
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー（
明
浜
町
）

　
１
月
13
日
（
金
）
午
後
１
時
～
３
時

▼
市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　
１
月
10
日
（
火
）
午
後
１
時
～
３
時

　
１
月
24
日
（
火
）
午
後
１
時
～
３
時

▼
野
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
１
月
10
日
（
火
）
午
後
１
時
～
３
時

▼
総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　
１
月
16
日
（
月
）
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
市
社
会
福
祉
協
議
会 

三
瓶
支
所

　
１
月
23
日
（
月
）
午
後
１
時
～
３
時

介
護
・
福
祉
・
認
知
症
相
談

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

福
祉
用
具
の
利
用
の
こ
と
な
ど
を
相
談
で

き
ま
す
。
予
約
不
要
。

▼
宮
野
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー（
明
浜
町
）

　
１
月
13
日
（
金
）
午
後
１
時
～
３
時

▼
市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　
１
月
５
日
（
木
）
午
後
１
時
～
３
時

▼
野
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
１
月
11
日
（
水
）
午
後
１
時
～
３
時

▼
総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　
１
月
16
日
（
月
）
午
前
９
時
30
分
～
正
午

法
律
相
談
（
予
約
制
）

　

相
続
問
題
や
金
銭
貸
借
、
損
害
賠
償
な

ど
の
相
談
に
弁
護
士
が
応
じ
ま
す
。

▼
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
１
月
31
日
（
火
）
午
前
９
時
30
分
～
正
午

お誕生おめでとう

お  く  や  み

事
務
機
器
な
ど
）

▼
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

　

土
地
・
家
屋
、
耐
用
年
数
１
年
未
満
の

資
産
、
一
時
に
損
金
算
入
さ
れ
た
少
額
資

産
、
３
年
間
で
一
括
し
て
均
等
償
却
す
る

資
産
、
自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の

対
象
と
な
る
も
の

▼
申
告
す
る
事
項

　

当
該
償
却
資
産
の
種
類
、
数
量
、
取
得

年
月
、
取
得
価
格
、
耐
用
年
数
な
ど

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
を

　

申
告
書
へ
の
個
人
番
号
（
法
人
は
法
人

番
号
）
の
記
載
と
、
本
人
確
認
書
類
の
提

示
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
告
期
限　
１
月
31
日
（
火
）

問　
税
務
課
☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
０
１

相

談

心
の
悩
み
相
談
（
予
約
制
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
心
の
悩
み
や
不
安
に
、
精

▼
日
時　
１
月
17
日
（
火
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所　
市
役
所
１
階　
相
談
室

問　
福
祉
課
☎
０
８
９
４
（
62
）
１
１
５
０

行
政
相
談

　
行
政
全
般
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
、
要

望
な
ど
を
相
談
で
き
ま
す
。

▼
高
山
公
民
館
（
明
浜
町
）

　

１
月
10
日
（
火
）
午
前
９
時
30
分
～
正
午

▼
市
役
所
１
階 

相
談
室

　

１
月
12
日
（
木
）
午
前
10
時
～
午
後
２
時

▼
野
村
公
民
館

　
１
月
16
日
（
月
）
午
前
９
時
～
11
時

▼
総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　
１
月
16
日
（
月
）
午
前
９
時
30
分
～
正
午

▼
三
瓶
支
所

　

１
月
17
日
（
火
）
午
後
１
時
～
午
後
３
時

結
婚
相
談

　
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
か
ら
も
可
。

▼
高
山
公
民
館
（
明
浜
町
）

　

１
月
10
日
（
火
）
午
後
１
時
～
３
時

▼
市
教
育
保
健
セ
ン
タ
ー

　
１
月
５
日
（
木
）
午
後
４
時
～
７
時

▼
野
村
公
民
館

　
１
月
25
日
（
水
）
午
後
３
時
～
５
時

▼
三
瓶
文
化
会
館

　
１
月
15
日
（
日
）
午
後
１
時
～
３
時

自分にピッタリ
きっと見つかる Information market

がんばれ
せいよのアスリート！

アーティスト！

【アーティスト部門】
第 28 回「全国児童水辺の風景画
コンテスト」ヤマハ発動機賞：上
甲夕璃亜（野村小２）
和食王選手権中国四国地方大会

（10 月 30 日、広島市）優勝：ま
きずしチーム（中川小５）
歯・口の健康に関する図画・ポス
ターコンクール（全国審査）〈小
学校低学年の部〉佳作：吉井智

ち さ き

咲
（大野ヶ原小１）〈小学校高学年の
部〉佳作：片岡紗彩（野村小５）

【アスリート部門】
第 25 回大分県スプリント選手権
水泳競技大会（10 月 16 日、大分
市営温水プール）

〈女子 50m バタフライ〉２位：中
村美

み こ

心（明浜小 6）32 秒 26
第 29 回愛媛県中学校新人体育大
会（11 月 12 日、野村中ほか）

〈相撲団体〉２位：野村中相撲部
〈相撲軽量級〉３位：今井彪

ひ ょ う が

冴（野
村中１）〈相撲中量級〉１位：舟本
源
げ ん の し ん

之新（同２）３位：河野碧
あおい

（同２）
〈相撲重量級〉２位：草田歩夢（同２）
〈無差別級〉３位：草田歩夢（同２）
〈ソフトテニス女子個人〉３位：長
見咲良・井上葉月ペア（野村中２）

有
料
広
告

　
予
約
先
：
市
社
会
福
祉
協
議
会 

城
川
支
所

　
☎
０
８
９
４
（
82
）
１
２
６
６

▼
市
社
会
福
祉
協
議
会 

三
瓶
支
所

　
１
月
23
日
（
月
）
午
後
１
時
～
３
時
30
分

　
予
約
先
：
市
社
会
福
祉
協
議
会 

三
瓶
支
所

　
☎
０
８
９
４
（
33
）
３
０
４
６

登
記
相
談
（
予
約
制
）

　

土
地
の
相
続
や
贈
与
、
所
有
権
移
転
登

記
な
ど
の
相
談
に
司
法
書
士
が
応
じ
ま
す
。

▼
市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　
１
月
20
日
（
金
）
午
後
１
時
～
３
時

　
予
約
先
：
市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　
☎
０
８
９
４
（
62
）
２
０
０
０
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西
予
市
は
相
撲
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル（
成
年
女
子
）の
開
催
地
で
す

ざぶい日がづづぐねえ。
ぼくば、ばなごえになってるＹＯ！
みんな、あだだがぐしてなんだよっ。

市民のうごき（11 月末現在）

※H24.7.9住民基本台帳法改正により、外国人を含む人口・世帯数を記載しています

※カッコ内は前月比

人 口

世帯数

出 生

死 亡

3万9818人(-42)
男  1万8759人(-16)　女  2万1085人(-26)

1万8370世帯(-26)
　　
17人(+1)
男  8人(-2)　女  9人(+3)

54人(-5)
男  27人(-5)　女  27人(±0)

　

子
ど
も
向
け
の
科
学
イ
ベ
ン
ト
「
サ
イ
エ
ン

ス
ア
ゴ
ラ
２
０
１
６
」（
11
月
・
日
本
科
学
未

来
館
）
に
、
四
国
西
予
ジ
オ
パ
ー
ク
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

出
展
ブ
ー
ス
の
テ
ー
マ
は
「
世
界
に
一
つ
の

岩
石
標
本
作
成
～
ジ
オ
パ
ー
ク
を
楽
し
も
う

～
」。
国
内
６
地
域
の
ジ
オ
パ
ー
ク
担
当
者
が
、

「
岩
石
標
本
づ
く
り
」
を
来
場
者
に
指
導
し
ま

し
た
。

　

岩
石
標
本
づ
く
り
と
は
、
各
ジ
オ
パ
ー
ク
が

手
作
り
し
た
標
本
シ
ー
ト
に
、
そ
の
ジ
オ
パ
ー

ク
で
採
れ
る
岩
石
や
化
石
の
複
製
、
砂
や
火
山

灰
を
貼
り
付
け
て
い
く
も
の
。
毎
年
大
人
気
の

企
画
で
す
。
自
分
の
好
き
な
形
や
大
き
さ
の
岩

Geopark

石
を
選
ん
で
貼
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
同
時

に
土
地
の
歴
史
や
、
人
々
と
の
か
か
わ
り
を
学

び
ま
す
。

　

四
国
西
予
ジ
オ
パ
ー
ク
の
岩
石
標
本
づ
く
り

で
は
、
子
ど
も
は
鍾
乳
洞
と
コ
ウ
モ
リ
、
大
人

は
岩
上
田
や
宇
和
盆
地
の
雪
の
写
真
に
、
お
ど

ろ
き
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
に
は
見
慣
れ
た
風
景
で
も
、
初
め
て

見
る
人
に
は
魅
力
的
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
岩
石
標
本
づ
く
り
で
興
味
を
持
っ
た
人

が
、
実
際
に
四
国
西
予
ジ
オ
パ
ー
ク
に
足
を
運

ん
で
く
だ
さ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

問　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
０
３

　

子
ど
も
た
ち
を
情
報
社
会
の
弊
害
か
ら
守
る

た
め
に
、
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は
次
の
よ
う
な

申
し
合
わ
せ
を
し
、
各
家
庭
で
の
ル
ー
ル
づ
く

り
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

◉ 

携
帯
電
話（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）や
タ
ブ
レ
ッ

ト
・
ゲ
ー
ム
な
ど
の
通
信
機
能
の
使
用
は
、

夜
９
時
ま
で
と
し
ま
す

◉ 

迷
惑
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
）

で
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
ら
、
先
生
と
保
護
者

に
相
談
し
ま
す

◉ 

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
通
信
機
能
（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
メ
ー
ル
な
ど
）
を
利
用
し

ま
す

　

今
や
生
活
必
需
品
と
な
っ
て
い
る
携
帯
電

話
。「
ケ
ー
タ
イ
」は
単
に「
携
帯
で
き
る
電
話
」

で
は
な
く
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
メ
ー
ル
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
、
音
楽
プ
レ
イ
ヤ
ー
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
カ
メ
ラ
、
時
計
、
お
金
と

い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
ケ
ー
タ
イ
が
当

た
り
前
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
枠
を
超
え
て
、

自
分
の
欲
求
を
満
た
す
道
具
と
し
て
手
放
せ
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
問
題
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
へ
の
個
人
情
報
掲
載
な
ど

に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
、
特
定
の
個
人
を

対
象
と
し
た
誹
謗
中
傷
や
差
別
的
な
表
現
の
書

き
込
み
、
非
公
式
サ
イ
ト
で
の
い
じ
め
な
ど
、

人
権
を
無
視
し
た
行
為
が
多
数
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
先
に
は
、
必
ず
「
感
情

を
持
っ
た
人
間
」
が
い
ま
す
。
顔
が
見
え
な
い

か
ら
、
名
前
が
出
な
い
か
ら
こ
そ
思
い
や
り
と

責
任
を
持
っ
て
行
動
し
、
相
手
の
人
権
を
尊
重

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

現
実
社
会
で
許
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
ネ
ッ
ト

社
会
で
も
許
さ
れ
な
い
の
で
す
。
正
し
い
知
識

と
認
識
を
深
め
、
差
別
や
偏
見
を
な
く
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

問　

生
涯
学
習
課

　

☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
１
５

　　　　  　GEO ってこー！

   　　《　雪の宇和盆地におどろきの声　》

Human rights

　　《　インターネットの人権侵害　》

　　みんなの人権ひろば

Region
　　　　　        地域づくりなう

 《　市政懇談会を開催中　》

▼
１
月
開
催
の
市
政
懇
談
会
（
予
定
）

【
明
浜
地
区
】

　

俵
津
ス
マ
イ
ル
―
い
い
ま
ち
づ
く
り
隊
―

【
宇
和
地
区
】

　

中
川
地
区
団
体
連
絡
協
議
会

　

石
城
ロ
マ
ン
の
里
応
援
隊

　

下
宇
和
地
域
づ
く
り
協
議
会

【
野
村
地
区
】

　

大
和
田
地
区
む
ら
お
こ
し
会

【
城
川
地
区
】

　

ふ
る
さ
と
創
生
会

【
三
瓶
地
区
】

　

に
き
ぶ
地
域
づ
く
り
会

　

周
木
ビ
リ
島
む
ら
お
こ
し
会

　

蔵
小
校
区
ふ
る
さ
と
振
興
会

　

下
泊
地
域
づ
く
り
振
興
会

　

市
政
懇
談
会
を
、
旧
小
学
校
区
27
地
域
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
10
月
の
横
林
自
治
振
興

協
議
会
を
皮
切
り
に
、
11
月
末
現
在
ま
で
８

つ
の
地
域
づ
く
り
組
織
で
開
催
。
市
政
に
対

す
る
関
心
の
高
さ
か
ら
か
、
ど
の
会
場
で
も

多
数
の
出
席
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

い
た
だ
く
意
見
や
要
望
は
地
域
に
よ
っ
て

特
色
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
市
内
で
も
、
課
題

は
多
様
。
即
答
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
早
期
に
対
応
で
き
る
も
の
は
対
応
し
、

そ
う
で
な
い
も
の
は
今
後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
あ
り
方
を
再
考
し
て
い
き
ま
す
。

問　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
９
４
（
62
）
６
４
０
３
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　「きれいやね」って喜んでもらえるのが、
うれしいです。LED は約 10 万個。40 人く
らいで、１週間かけて取り付けました。
　「地域を盛り上げよう」と始まった、あけ
はまシーサイドサンパークのイルミネーショ
ンは今年で３年目。皆で作業をすることで、
若者の交流の場にもなっています。
　人口は、これからもっと少なくなっていく
でしょう？お年寄りが多い中、若者って何気
に責任重大（笑）。地域での役割も増えると
思うけど、義務感とかイヤイヤとかではなく

「楽しいけん皆でやろうや」と思える環境を
創っていきたいと思っています。
　「楽しいこと」って転がっているわけでは
なくて、自分で楽しもうとしないと、全て楽
しくない。意識次第なんです。
　実はこの言葉、先輩からの受け売り。８年
前、大阪から帰省して「田舎には楽しいこと
がない」とボヤいてたときに「自分でもっと
楽しく、住みやすくするしかないやん？」と
言われて。ハっとしました。
　だから何かするとき、同世代にはこう声を
かけています。「楽しいこと、やろうや！」

有
料
広
告

Love Seiyo, love my life

キーワード
Keyword

楽しむ努力

西予での暮らしや活動を楽しむ人の「西
せいかつ

活」を、ちょっとだけのぞき見。知ればきっと、毎日がもっと輝くはず。
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わ た し の 西
せ い か つ

活

中山 智
と も や

哉さん（33）
＝明浜町俵津＝
イルミネーション実行委員長。
子どもたちからかけられる「と
もやくん、ありがとう」の声に

「いやあ、うれしい！」とこの表
情。家業である大工としても活
躍中。趣味は映画鑑賞。イルミ
ネーション点灯は、あけはまシー
サイドサンパーク（明浜町高山）
で午後 6 時～ 10 時。2/14 まで。

【編集後記】ますますこのまちにぞっこんになる１年でした。人はいきいきとしていて、脈々と続く営みは美しい。「こんないいまち、他にはないよ」と感じています。西予で暮らせて、
皆さんに会えるのが最高に幸せです。いつも温かく迎え入れてくださり、本当にありがとう。感謝の気持ちでいっぱいです。2017 年、今まで以上に素敵な１年となりますように！（堀）


